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(57)【要約】
【課題】設置に必要なスペースを小さくできる打楽器を
提供すること。
【解決手段】第１上方張架部材２１ａ又は第２上方張架
部材２１ｂ及び下方張架部材２２に打面とされるベルト
部材３０が張架され、打撃する際の打面の沈みこみや跳
ね返りをベルト部材３０の弾性力を利用して表現するこ
とで、アコースティックの打楽器と同様のテンション感
を再現することができる。また、ベルト部材３０が帯状
に形成されることで、打面が円形状に構成される場合と
比べて、打面の幅方向の寸法を小さくできる。従って、
電子打楽器１００全体を小型化することができるので、
電子打楽器１００の設置に必要なスペースを小さくでき
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弾性材料から帯状に形成され一面側が打面とされるベルト部材と、
　そのベルト部材の長手方向に沿って所定間隔を隔てて位置し前記ベルト部材が張架され
る一対の張架部材と、
　その一対の張架部材を支持するフレームと、を備えることを特徴とする打楽器。
【請求項２】
　前記一対の張架部材のうち少なくとも一方は、他方に対して前記ベルト部材の長手方向
に沿って相対移動可能に前記フレームに支持されることを特徴とする請求項１記載の打楽
器。
【請求項３】
　前記ベルト部材は、無端状に形成され、その無端状の内周面側に位置する前記一対の張
架部材に張架されることを特徴とする請求項１又は２に記載の打楽器。
【請求項４】
　前記一対の張架部材のうちの少なくとも一方は、前記フレームに回転可能に軸支される
ことを特徴とする請求項３記載の打楽器。
【請求項５】
　前記ベルト部材は、前記一対の張架部材のうちの一方に前記ベルト部材の長手方向一端
および他端が固定されると共に、前記ベルト部材の長手方向一端および他端の間の内周面
側に前記一対の張架部材のうちの他方が位置することで、それら一対の張架部材に懸架さ
れることを特徴とする請求項１又は２に記載の打楽器。
【請求項６】
　前記一対の張架部材のうちの他方は、前記フレームに回転可能に軸支されることを特徴
とする請求項５記載の打楽器。
【請求項７】
　弾性材料から構成されると共に他側が前記ベルト部材の他面側に当接される当接緩衝部
材と、その当接緩衝部材を保持すると共に前記フレームに固着される保持部材とを備える
ことを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の打楽器。
【請求項８】
　弾性材料から構成されると共に前記ベルト部材の互いに対向する内周面同士を連結する
連結緩衝部材を備えることを特徴とする請求項３から６のいずれかに記載の打楽器。
【請求項９】
　前記フレームに装着されると共に前記打面が打撃された際の前記ベルト部材の状態を検
出するセンサを備えることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の打楽器。
【請求項１０】
　前記ベルト部材を２つ備え、
　前記ベルト部材が幅方向に並設されることを特徴とする請求項１から９のいずれかに記
載の打楽器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、打楽器に関し、特に、設置に必要なスペースを小さくできる打楽器に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、アコースティックバスドラムを模した打楽器が知られており、例えば、特開
平１１－２１２５６６号には、円筒状のシェル１の開口部に、打面としてのヘッド３を網
状素材から構成することでヘッド３を打撃する際の打撃音を抑制すると共に、打撃センサ
４によりヘッド３の振動を検出する打楽器が開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２１２５６６号公報（例えば、段落［００１４］、第２図な
ど）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の打楽器では、シェル１が正面視略円形状に形成されると
共にヘッド３が円形状に構成されているので、正面視における高さ方向および左右方向の
寸法が大きくなる。よって、打楽器全体が大型化し、設置スペースが大きくなるという問
題点があった。
【０００５】
　本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、設置に必要なスペー
スを小さくできる打楽器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００６】
　請求項１記載の打楽器によれば、ベルト部材の打面が打撃されると、ベルト部材が振動
させられる。この場合、ベルト部材は、弾性材料から帯状に形成されると共にフレームに
支持される張架部材に張架されているので、打撃する際の打面の沈みこみや跳ね返りをベ
ルト部材の弾性力を利用して表現することで、アコースティックの打楽器と同様のテンシ
ョン感を再現しつつ、打面が円形状に構成される場合と比べて、打面の幅方向の寸法を小
さくできる。従って、打楽器全体を小型化することができるので、打楽器の設置に必要な
スペースを小さくできるという効果がある。また、打面が円形状に構成される場合と比べ
て、打面を小さくできるので、打撃音を小さくすることができる。
【０００７】
　請求項２記載の打楽器によれば、請求項１記載の打楽器の奏する効果に加え、一対の張
架部材のうち少なくとも一方が、他方に対して相対移動可能にフレームに支持されるので
、一対の張架部材のうちの一方を他方に対してベルト部材の長手方向に沿って移動させて
、一方の張架部材と他方の張架部材との離間寸法を調整することができる。これにより、
打面とされるベルト部材の張力を調整できるので、演奏者の好みに応じたアコースティッ
クの打楽器のテンション感を再現できるという効果がある。
【０００８】
　ここで、従来のような円形状のヘッドの張力を調整する場合には、ヘッドの周縁に配設
されると共にヘッドに径方向への張力を付与する複数のテンションボルトの締付力を調整
することにより行っていた。このため、複数のテンションボルトの締付力を調整してヘッ
ドの径方向への張力を均一に調整する作業が繁雑であった。これに対し、請求項２の打楽
器では、打面とされるベルト部材の張力の調整を、一方の張架部材をベルト部材の長手方
向に沿って移動させることにより行うことができるので、打面の張力の調整作業を簡素化
することができるという効果がある。
【０００９】
　また、使用によりベルト部材の張力が小さくなった場合であっても、一方の張架部材を
他方に対して離間する方向へ移動させることでベルト部材の張力を回復させることができ
る。よって、ベルト部材の耐用期間を長期化させることができるという効果がある。
【００１０】
　請求項３記載の打楽器によれば、請求項１又は２に記載の打楽器の奏する効果に加え、
ベルト部材は、無端状に形成され、その無端状の内周面側に位置する一対の張架部材に張
架されるので、ベルト部材の長手方向の寸法を一方の張架部材から他方の張架部材までの
離間寸法以上の寸法に設定することができる。即ち、ベルト部材が打撃されて引張力が作
用される場合に、その引張力をベルト部材の周方向全体に分散させることができるので、
打楽器の小型化を図りつつ、より大きな直径のヘッドを有するアコースティックの打楽器
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のテンション感を再現できる。よって、より大きなヘッドを有するアコースティックの打
楽器のテンション感を再現しつつ、打楽器の設置に必要なスペースを小さくできるという
効果がある。
【００１１】
　請求項４記載の打楽器によれば、請求項３記載の打楽器の奏する効果に加え、一対の張
架部材のうちの少なくとも一方は、フレームに回転可能に軸支されるので、ベルト部材が
打撃されて引張力が作用する際、一方の張架部材の回転を利用して、ベルト部材全体を打
撃された部分へ向けて引っ張りやすくすることができる。よって、ベルト部材全体をスム
ーズに引張変形させて、ベルト部材の周方向全体を有効に活用することができるという効
果がある。
【００１２】
　請求項５記載の打楽器によれば、請求項１又は２に記載の打楽器の奏する効果に加え、
ベルト部材は、一対の張架部材のうちの一方にベルト部材の長手方向一端および他端が固
定されると共に、ベルト部材の長手方向一端および他端の間の内周面側に一対の張架部材
のうちの他方が位置することで、それら一対の張架部材に張架されるので、ベルト部材の
長手方向の寸法を一方の張架部材から他方の張架部材までの離間寸法よりも大きな寸法に
設定することができる。即ち、ベルト部材が打撃されて引張力が作用される場合に、その
引張力をベルト部材の長手方向全体に分散させることができるので、打楽器の小型化を図
りつつ、より大きな直径のヘッドを有するアコースティックの打楽器のテンション感を再
現できる。従って、より直径の大きなヘッドを有するアコースティックの打楽器のテンシ
ョン感を再現しつつ、打楽器の設置に必要なスペースを小さくできるという効果がある。
【００１３】
　さらに、ベルト部材が無端状に形成される場合と比べて、ベルト部材の長手方向一端側
と他端側とを接合する加工が不要となるので、ベルト部材の部品コストを削減できるとい
う効果がある。
【００１４】
　請求項６記載の打楽器によれば、請求項５記載の打楽器の奏する効果に加え、一対の張
架部材のうちの他方は、フレームに回転可能に軸支されるので、ベルト部材が打撃されて
引張力が作用する際、一方の張架部材の回転を利用して、ベルト部材全体を打撃された部
分へ向けて引っ張りやすくすることができる。よって、ベルト部材全体をスムーズに引張
変形させて、ベルト部材の周方向全体を有効に活用することができるという効果がある。
【００１５】
　請求項７記載の打楽器によれば、請求項１から６のいずれかに記載の打楽器の奏する効
果に加え、弾性材料から構成されると共に他側がベルト部材の他面側に当接される当接緩
衝部材を備えているので、打撃された際に生じるベルト部材の振動を緩衝部材により早く
減衰させることができる。よって、ベルト部材が打撃された際に生じる騒音を抑制できる
という効果がある。さらに、当接緩衝部材を保持すると共にフレームに固着される保持部
材を備えているので、当接緩衝部材がフレームに対して相対的に移動することを規制でき
る。これにより、ベルト部材が打撃された際の衝撃力を、そのベルト部材に当接される当
接緩衝部材により緩衝しやすくすることができるという効果がある。
【００１６】
　さらに、ベルト部材の振動を早く減衰させることで、打撃された後に持続するベルト部
材の振動を、ベルト部材が打撃されたものとしてセンサが検出することを防止できるとい
う効果がある。
【００１７】
　請求項８記載の打楽器によれば、請求項３から６のいずれかに記載の打楽器の奏する効
果に加え、弾性材料から構成される連結緩衝部材を備えるので、打撃された際に生じるベ
ルト部材の振動を緩衝部材により早く減衰させることができる。よって、ベルト部材が打
撃された際に生ずる騒音を抑制できるという効果がある。さらに、連結緩衝部材がベルト
部材の互いに対向する内周面同士を連結するので、連結緩衝部材がフレームに装着される
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場合と比べて、連結緩衝部材をベルト部材に当接するための部材が不要となる分、フレー
ムの構造を簡素化できる。従って、製品コストを削減することができるという効果がある
。
【００１８】
　請求項９記載の打楽器によれば、請求項１から８のいずれかに記載の打楽器の奏する効
果に加え、打面が打撃された際のベルト部材の状態を検出するセンサを備えるので、ベル
ト部材の状態をセンサにより検出し、そのセンサの検出結果に基づいた信号を出力装置に
出力する電子打楽器として利用することができる。なお、センサの検出信号は、打楽器と
他の装置とを電気的に接続するケーブルの一端が着脱自在に装着されるジャックなどを介
して、センサの検出信号を増幅する増幅装置、センサの検出信号に基づいて楽音を生成す
る音源装置などに出力される。
【００１９】
　また、ベルト部材は、ベルト部材の長手方向に沿って所定間隔を隔てて位置する一対の
張架部材により、ベルト部材が２点で保持されるので、従来のような周縁部分全体が保持
される円形状のヘッドと比べて、打撃された際にベルト部材を直線状に変形させやすくす
ることができる。よって、ベルト部材を直線状に変形させやすくすることで、ベルト部材
の変位をセンサにより精度よく検出させることができるという効果がある。
【００２０】
　請求項１０記載の打楽器によれば、請求項１から９のいずれかに記載の打楽器の奏する
効果に加え、ベルト部材を２つ備えると共に、それら２つのベルト部材が幅方向に並設さ
れるので、２つの打面を設ける場合であっても、打楽器の設置に必要なスペースを小さく
できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施の形態における電子打楽器の外観斜視図である。
【図２】（ａ）は、電子打楽器の正面図であり、（ｂ）は、電子打楽器の背面図であり、
（ｃ）は、図２（ｂ）のＩＩｃ－ＩＩｃ線における電子打楽器の断面図である。
【図３】（ａ）は、図２（ｂ）のＩＩＩ－ＩＩＩ線における電子打楽器の断面図であり、
（ｂ）は、図２（ｂ）のＩＩＩ－ＩＩＩ線における電子打楽器の断面図である。
【図４】（ａ）は、第２実施の形態における電子打楽器の上面図であり、（ｂ）は、図４
（ａ）のＩＶｂ－ＩＶｂ線における電子打楽器の断面図である。
【図５】（ａ）は、図４（ａ）Ｖａ－Ｖａ線における電子打楽器の断面図であり、（ｂ）
は、図４（ａ）のＶａ－Ｖａ線における電子打楽器の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について添付図面を参照して説明する。まず、図１
から図３を参照して、第１実施の形態における電子打楽器１００の構成について説明する
。図１は、本発明の第１実施の形態における電子打楽器１００の外観斜視図である。図２
（ａ）は、電子打楽器１００の正面図であり、図２（ｂ）は、電子打楽器１００の背面図
であり、図２（ｃ）は、図２（ｂ）のＩＩｃ－ＩＩｃ線における電子打楽器１００の断面
図である。図３（ａ）は、図２（ｂ）のＩＩＩ－ＩＩＩ線における電子打楽器１００の断
面図であり、図３（ｂ）は、図２（ｂ）のＩＩＩ－ＩＩＩ線における電子打楽器１００の
断面図であり、ベルト部材３０が打撃された際の状態が図示されている。なお、図１では
、電子打楽器１００にフットペダル装置１が装着された状態が図示されている。また、図
１では、踏み込まれたフットボード２を元の位置に戻すためのスプリングを省略して図示
している。
【００２３】
　図１及び図２に示すように、電子打楽器１００は、打面を打撃して演奏するいわゆる「
電子バスドラム」と称される電子打楽器であり、骨組みをなすフレーム１０と、そのフレ
ーム１０に支持される一対の張架部材２０と、その一対の張架部材２０に張架されるベル
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ト部材３０と、フレーム１０に固着される第１保持部材４０と、その第１保持部材４０に
保持されると共に打面が打撃された際のベルト部材３０の厚さ方向（図２（ｃ）上下方向
）の変位量を検出する変位センサ５１と、第１保持部材４０に保持されると共に打面が打
撃された際のベルト部材３０への打撃力を検出するピエゾセンサ５２と、第１保持部材４
０の上方でフレーム１０に固着される第２保持部材６０と、その第２保持部材６０に保持
される緩衝部材７０（図３（ａ）参照）と、を主に備えて構成されている。
【００２４】
　フットペダル装置１は、演奏者の足により踏み込まれる２つのフットボード２と、それ
ら２つのフットボード２の踏み込みに応じて独立して回動するビータ３とを備えるツイン
ペダル型のものであり、図１では、２つのフットボード２のうち、図１手前側のビータ３
を回動させるためのフットボード２、及び、図１手前側のビータ３とそのビータ３を回動
させるためのフットボード２とを互いに連結する機構を省略して図示している。
【００２５】
　演奏者がフットペダル装置１のフットボード２を踏み込むことによりビータ３を回動さ
せ、そのビータ３によりベルト部材３０が打撃されるとベルト部材３０が振動され、その
ベルト部材３０の振動によるベルト部材３０の状態の変化が変位センサ５１及びピエゾセ
ンサ５２によって検出される。それら変位センサ５１及びピエゾセンサ５２により検出さ
れた検出信号は、変位センサ５１及びピエゾセンサ５２に電気的に接続されると共に電子
打楽器１００に装着されるジャック（図示せず）に出力されると共に、そのジャックに着
脱自在に接続される接続ケーブルを介して音源装置（図示せず）に出力され、その音源装
置が、変位センサ５１及びピエゾセンサ５２により検出された検出信号に基づいて楽音を
生成する。
【００２６】
　図２（ａ）及び図２（ｂ）に示すように、フレーム１０は、地面に載置される台部１１
と、その台部１１から垂直に立設される第１支持部１２ａ及び第２支持部１２ｂとを備え
る。第１支持部１２ａ及び第２支持部１２ｂは、互いに同じ高さを有する棒状に形成され
、所定間隔を隔てつつ平行に並設されている。
【００２７】
　張架部材２０は、ベルト部材３０に張力を付与するための部材であり、第１支持部１２
ａの上端側（図２（ｂ）上側）に支持される第１上方張架部材２１ａと、第２支持部１２
ｂの上端側（図２（ｂ）上側）に支持される第２上方張架部材２１ｂと、第１支持部１２
ａ及び第２支持部１２ｂの下端側（図２（ｂ）下側）に支持される下方張架部材２２とを
備えている。第１上方張架部材２１ａは、第１支持部１２ａから第２支持部１２ｂに向け
て突出する丸棒状の部材であり、第２上方張架部材２１ｂは、第２支持部１２ｂから第１
支持部１２ａに向けて突出する丸棒状の部材である。下方張架部材２２は、第１支持部１
２ａ及び第２支持部１２ｂを連結する丸棒状の部材であり、第１上方張架部材２１ａ及び
第２上方張架部材２１ｂに対して平行に配設されている。さらに、第１上方張架部材２１
ａ又は第２上方張架部材２１ｂ及び下方張架部材２２は、外周面に取着される固着部材２
３を備えている。
【００２８】
　ベルト部材３０は、一面側（図２（ａ）紙面手前側）が打面として構成される部材であ
り、補強のための芯線としてガラス繊維を埋め込んだゴムから帯状に形成され、２つのベ
ルト部材３０が幅方向に並設されている。また、各ベルト部材３０は、長手方向（図２（
ａ）上下方向）へ弾性的に引っ張り変形されつつ、長手方向一側（図２（ａ）上側）が第
１上方張架部材２１ａ又は第２上方張架部材２１ｂに固着部材２３によって固着されると
共に、長手方向他側（図２（ａ）下側）が下方張架部材２２に固着部材２３によって固着
される。これにより、ベルト部材３０は、長手方向への張力が付与された状態で、第１上
方張架部材２１ａ又は第２上方張架部材２１ｂと下方張架部材２２との間に装着（張架）
される。
【００２９】
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　このように、第１上方張架部材２１ａ又は第２上方張架部材２１ｂ及び下方張架部材２
２に打面とされるベルト部材３０が張架され、打撃する際の打面の沈みこみや跳ね返りを
ベルト部材３０の弾性力を利用して表現することで、アコースティックの打楽器と同様の
テンション感を再現することができる。また、ベルト部材３０が帯状に形成されることで
、打面が円形状に構成される場合と比べて、打面の幅方向（図２（ａ）左右方向）の寸法
を小さくできる。従って、電子打楽器１００全体を小型化することができるので、電子打
楽器１００の設置に必要なスペースを小さくできる。
【００３０】
　ここで、従来では、１つの電子打楽器が１つのヘッドを備えているので、生成される楽
音の異なる２つの打面を設けて演奏する場合には、２つの電子打楽器を設置する必要があ
る。また、従来の電子打楽器のヘッドは、正面視略円形状に形成されているので、電子打
楽器を設置するために必要なスペースが大きくなる。したがって、従来は、近接して配置
される２つのビータを備えるツインペダル型のフットペダル装置１を用いて、独立した２
つの打面を打撃し、異なる楽音を発生させることはできなかった。これに対し、本実施の
形態における電子打楽器１００は、１つの電子打楽器１００に対して、打面とされるベル
ト部材３０を２つ備えると共にそれら２つのベルト部材３０が幅方向に並設されるので、
２つの打面を設ける場合であっても、電子打楽器１００の設置に必要なスペースを小さく
できる。よって、ツインペダル型のフットペダル装置１を用いて、独立した２つの打面を
打撃し、異なる楽音を発生させることができる。
【００３１】
　図２（ｂ）及び図２（ｃ）に示すように、第１保持部材４０は、ベルト部材３０の変位
が検出可能な位置に変位センサ５１及びピエゾセンサ５２を配置させるための部材であり
、正面視略矩形の板状に形成され長手方向一側（図２（ｂ）右側）が第１支持部１２ａに
固着されると共に長手方向他側（図２（ｂ）左側）が第２支持部１２ｂに固着される。
【００３２】
　変位センサ５１は、発光素子から発光される光がベルト部材３０により反射されて戻っ
てきた反射光を受光素子で受光することによってベルト部材３０との距離を検出する反射
型の光センサであり、発光素子および受光素子がベルト部材３０の幅方向（図２（ｃ）左
右方向）中央に対面する位置に配設されている。これにより、発光素子から光が発光され
ると、その光は、ベルト部材３０の幅方向中央で反射されると共に、受光素子により受光
される。
【００３３】
　ピエゾセンサ５２は、ベルト部材３０の打撃力を検出するためのセンサであり、弾性材
料から構成されるクッション材を介してベルト部材３０の他面側（図２（ｃ）下側）に当
接されている。
【００３４】
　第２保持部材６０は、ビータ３によりベルト部材３０が打撃される部分と対応する位置
に緩衝部材７０を配置させるための部材であり、正面視略矩形の板状に形成され長手方向
一側（図２（ｂ）右側）が第１支持部１２ａに固着されると共に、長手方向他側（図２（
ｂ）左側）が第２支持部１２ｂに固着される。
【００３５】
　図３（ａ）に示すように、緩衝部材７０は、ベルト部材３０の振動を減衰させやすくす
るための部材であり、略直方体形状のスポンジで構成されている。緩衝部材７０は、ベル
ト部材３０が打撃される前においては圧縮されていない状態であり、一面側（図３（ａ）
左側）が第２保持部材６０に取着されると共に他面側（図３（ａ）右側）がベルト部材３
０の他面側に接着されており、ビータ３（図１参照）によりベルト部材３０が打撃される
部分の裏面側でベルト部材３０に接着している。
【００３６】
　次に、図３（ｂ）を参照して、電子打楽器１００を演奏する際におけるベルト部材３０
の状態の変化およびその検出方法について説明する。図３（ｂ）に示すように、ビータ３
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（図１参照）により打面であるベルト部材３０が打撃されると、その打撃力によりベルト
部材３０が変位センサ５１に対して近接する方向（図３（ｂ）左側）へ変位し、そのベル
ト部材３０の変位量が変位センサ５１により検出される。これにより、ベルト部材３０が
変位センサ５１に対して近接したことを変位センサ５１が検出した後、直ちにベルト部材
３０が変位センサ５１に対して離間したことを変位センサ５１が検出した場合には、ビー
タ３で打撃した後にビータ３を打面から直ちに離すオープン奏法であると判断できると共
に、ベルト部材３０が変位センサ５１に対して近接したことを変位センサ５１が検出した
後、所定時間だけベルト部材３０が変位センサ５１に対して離間したことを変位センサ５
１が検出しない場合には、ビータ３で打撃した後もビータ３を打面に押しつけるクローズ
奏法による演奏であると判断できる。従って、ベルト部材３０の変位量を検出し、その検
出信号に基づいて生成される楽音に、オープン奏法またはクローズ奏法による効果を反映
させることができる。
【００３７】
　また、ベルト部材３０が、一対の張架部材２０により２点で保持されるので、従来のよ
うな周縁部分全体が保持される円形状のヘッドと比べて、打撃された際にベルト部材３０
を直線状に変形させやすくすることができる。よって、ベルト部材３０の変位を変位セン
サ５１により精度よく検出させることができる。
【００３８】
　さらに、変位センサ５１の発光素子からの光がベルト部材３０の幅方向中心に向けて発
光されているので、変位センサ５１は、ベルト部材３０の幅方向中心の変位量を検出する
ことができる。即ち、ベルト部材３０は、幅方向両側が固定されていないので、ビータ３
に打撃された際にベルト部材３０がねじれ、ベルト部材３０の幅方向の一側または他側に
変位が偏る場合がある。よって、変位センサ５１がベルト部材３０の幅方向中心の変位を
検出することで、ベルト部材３０のねじれの影響を小さくして、変位センサ５１によるベ
ルト部材３０の変位の検出精度を向上させることができる。
【００３９】
　また、ビータ３（図１参照）により打面であるベルト部材３０が打撃されると、ベルト
部材３０が振動する。そのベルト部材３０の振動からベルト部材３０が打撃された際の打
撃力をピエゾセンサ５２が検出することにより、ビータ３がベルト部材３０を打撃した際
の打撃力を検出することができるので、ピエゾセンサ５２が検出する信号に基づいて生成
される楽音に、ビータ３によりベルト部材３０が打撃された際の打撃力の強弱を反映させ
ることができる。
【００４０】
　また、緩衝部材７０は、ベルト部材３０が打撃される部分の裏面側でベルト部材３０に
接着されているので、打撃された際のベルト部材３０の振動を緩衝部材７０により早く減
衰させることができる。よって、ベルト部材３０が打撃された際に生じる騒音を抑制でき
る。さらに、緩衝部材７０の一面側が第２保持部材６０に取着されると共に他面側がベル
ト部材３０に接着されるので、ビータ３にベルト部材３０が打撃された際に、その打撃力
により緩衝部材７０がフレーム１０に対して相対的に移動することを規制できる。これに
より、ベルト部材３０が打撃された際の衝撃力を緩衝部材７０により緩衝しやすくするこ
とができる。さらに、ベルト部材３０の振動を早く減衰させることで、打撃された後に持
続するベルト部材３０の振動を、ベルト部材３０が打撃されたものとしてピエゾセンサ５
２により検出されることを防止できる。
【００４１】
　さらに、電子打楽器１００は、打面とされる帯状のベルト部材３０が幅方向に２つ並設
されているので、フットペダル装置１（図１参照）の２つのビータ３を用いて、２つのベ
ルト部材３０を打撃することができる。即ち、従来、フットペダル装置１のようなツイン
ペダル型のフットペダル装置は、１つのヘッドを狭い時間間隔で連続して打撃することを
容易にするために用いられるものであったが、本実施の形態における電子打楽器１００で
は、生成される楽音の異なる２つの打面を、フットペダル装置１が有する２つのビータ３
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を用いて打撃することができる。
【００４２】
　次に、図４及び図５を参照して、第２実施の形態における電子打楽器２００について説
明する。第１実施の形態では、帯状のベルト部材３０の一端側および他端側が一対の張架
部材２０に固着されるのに対し、第２実施の形態では、ベルト部材２３０が無端帯状に形
成され、その無端状の内周面側に一対の張架部材２２０が位置する。図４（ａ）は、第２
実施の形態における電子打楽器２００の上面図であり、図４（ｂ）は図４（ａ）のＩＶｂ
－ＩＶｂ線における電子打楽器２００の断面図である。図５（ａ）は、図４（ａ）Ｖａ－
Ｖａ線における電子打楽器２００の断面図であり、図５（ｂ）は、図４（ａ）Ｖａ－Ｖａ
線における電子打楽器２００の断面図であり、ベルト部材２３０が打撃された際の状態が
図示されている。なお、上記した第１実施の形態と同一の部分には同一の符号を付して、
その説明を省略する。
【００４３】
　図４及び図５に示すように、電子打楽器２００は、骨組みをなすフレーム２１０と、そ
のフレーム２１０に支持される一対の張架部材２２０と、その一対の張架部材２２０に張
架されるベルト部材２３０と、第１保持部材４０と、変位センサ５１と、ピエゾセンサ５
２と、ベルト部材２３０の互いに対向する内周面同士を連結する緩衝部材２７０とを備え
ている。
【００４４】
　フレーム２１０は、台部１１と、その台部１１から垂直に立設される第１支持部２１２
ａ及び第２支持部２１２ｂとを備える。第１支持部２１２ａ及び第２支持部２１２ｂは、
互いに同じ高さを有する棒状に形成され、所定間隔を隔てつつ平行に並設されている。
【００４５】
　第１支持部２１２ａは、第２支持部２１２ｂに対向する面側に凹設されると共に第１支
持部２１２ａの長手方向に沿って延設される溝状の第１凹部２１２ａ１と、その第１凹部
２１２ａ１から第１支持部２１２ａの上端面（図４（ｂ）上面）へ向けて貫通形成される
第１挿通部２１２ａ２とを備えている。第２支持部２１２ｂは、第１支持部２１２ａに対
向する面側に凹設されると共に第２支持部２１２ｂの長手方向に沿って延設される溝状の
第２凹部２１２ｂ１と、その第２凹部２１２ｂ１から第２支持部２１２ｂの上端面（図４
（ｂ）上面）へ向けて貫通形成される第２挿通部２１２ｂ２とを備えている。
【００４６】
　ボルト部材２１３は、後述する第１上方張架部材２２１ａ及び第２上方張架部材２２１
ｂを保持するための部材であり、外周面におねじが螺刻される軸状の軸部２１３ａと、そ
の軸部２１３ａの一端側に固着されると共に軸部２１３ａよりも外形が大きく形成される
頭部２１３ｂとを備えている。
【００４７】
　ここで、第１支持部２１２ａの第１挿通部２１２ａ２及び第２支持部２１２ｂの第２挿
通部２１２ｂ２の内径は、ボルト部材２１３の軸部２１３ａの外径よりも大きく形成され
ると共に、ボルト部材２１３の頭部２１３ｂの外形よりも小さく形成される。これにより
、ボルト部材２１３は、軸部２１３ａが第１挿通部２１２ａ２又は第２挿通部２１２ｂ２
に挿通された状態で頭部２１３ｂが第１支持部２１２ａ又は第２支持部２１２ｂの上端面
に係止される。
【００４８】
　張架部材２２０は、ベルト部材３０に張力を付与するための部材であり、第１支持部２
１２ａの上端側（図４（ｂ）上側）に支持される第１上方張架部材２２１ａと、第２支持
部２１２ｂの上端側（図４（ｂ）上側）に支持される第２上方張架部材２２１ｂと、下方
張架部材２２とを備えている。
【００４９】
　第１上方張架部材２２１ａは、第１支持部２１２ａから第２支持部２１２ｂに向けて突
出する部材であり、一端側（図４（ｂ）右側）が第１支持部２１２ａの第１凹部２１２ａ
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１に挿設される円柱状の第１軸支部材２２１ａ１と、その第１軸支部材２２１ａ１の他端
側（図４（ｂ）左側）に外嵌される円筒状の第１ロール部材２２１ａ２とを備えている。
【００５０】
　第１軸支部材２２１ａ１は、ベルト部材２３０の張力を調整するための丸棒状の部材で
あり、一端側（図４（ｂ）右側）の外周面に貫通形成される第１貫通孔２２１ａ３を備え
ている。第１貫通孔２２１ａ３は、第１軸支部材２２１ａ１の一端側を第１支持部２１２
ａの第１凹部２１２ａ１に挿設した状態において、第１挿通部２１２ａ２と対応する位置
に形成されており、第１貫通孔２２１ａ３の内周面には、ボルト部材２１３の軸部２１３
ａに螺刻されるおねじが螺合可能なめねじが螺刻されている。
【００５１】
　よって、第１貫通孔２２１ａ３を、第１支持部２１２ａの上端面に形成されるボルト部
材２１３の軸部２１３ａに螺合させることで、第１軸支部材２２１ａ１は、ボルト部材２
１３に保持された状態で第１支持部２１２ａに支持される。また、第１軸支部材２２１ａ
１の一端側が挿設される凹部２１２ａ１が第１支持部２１２ａの長手方向に延設されると
共に、ボルト部材２１３の頭部２１３ｂが第１支持部２１２ａの上端面に係止されるので
、第１貫通孔２２１ａ３にボルト部材２１３の軸部２１３ａを螺入することで、第１軸支
部材２２１ａ１は第１支持部２１２ａの上端側へ移動する。即ち、ボルト部材２１３の第
１軸支部材２２１ａ１に対する螺入量を調整することで、第１軸支部材２２１ａ１を第１
支持部２１２ａの上端側または下端側へ移動させることができる。これにより、第１上方
張架部材２２１ａは、下方張架部材２２に対して第１支持部２１２ａに相対移動可能に支
持される。
【００５２】
　第１ロール部材２２１ａ２は、第１上方張架部材２２１ａに対するベルト部材２３０の
摩擦を軽減するための部材であり、第１軸支部材２２１ａ１に回転可能に軸支されている
。
【００５３】
　なお、第２上方張架部材２２１ｂは、第２支持部２１２ｂから第１支持部２１２ａに向
けて突出する部材であり、一端側（図４（ｂ）左側）が第２支持部２１２ｂの第２凹部２
１２ｂ１に挿設される円柱状の第２軸支部材２２１ｂ１と、その第２軸支部材２２１ｂ１
の他端側（図４（ｂ）右側）に外嵌される円筒状の第２ロール部材２２１ｂ２とを備え、
第２軸支部材２２１ｂ１は、一端側の外周面に貫通形成される第２貫通孔２２１ｂ３を備
えている。なお、第２軸支部材２２１ｂ１、第２ロール部材２２１ｂ２及び第２貫通孔２
２１ｂ３は、それぞれ第１軸支持部材２２１ａ１、第１ロール部材２２１ａ２及び第１貫
通孔２２１ａ３と同一の構成であるため、その説明を省略する。
【００５４】
　図５（ａ）に示すように、ベルト部材２３０は、補強のための芯線としてガラス繊維を
埋め込んだゴムから無端帯状に形成され、２つのベルト部材２３０が幅方向に並設されて
いる。各ベルト部材２３０は、長手方向（図５（ａ）上下方向）へ弾性的に引っ張り変形
され、ベルト部材２３０の内周面側には、第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部
材２２１ｂ及び下方張架部材２２が配設される。これにより、ベルト部材２３０は、長手
方向への張力が付与された状態で、第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２
１ｂと下方張架部材２２との間に装着（張架）される。
【００５５】
　また、第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２１ｂは、下方張架部材２２
に対して第１支持部２１２ａ又は第２支持部２１２ｂに相対移動可能に支持されるので、
第１軸支部材２２１ａ１又は第２軸支部材２２１ｂ１を下方張架部材２２に対してベルト
部材２３０の周方向に沿って移動させて、第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部
材２２１ｂと下方張架部材２２との離間寸法を調整できる。これにより、打面とされるベ
ルト部材２３０の張力を調整できるので、演奏者の好みに応じたアコースティックのテン
ション感を再現できる。
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【００５６】
　さらに、ベルト部材２３０が無端帯状に形成されるので、ベルト部材２３０の長手方向
（図５（ａ）上下方向）の寸法を、第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２
１ｂと下方張架部材２２との離間寸法以上の寸法に設定できる。即ち、ベルト部材の長手
方向一端側が第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２１ｂに固着されると共
に長手方向他端側が下方張架部材２２に固着される場合では、ベルト部材の長手方向の寸
法と第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２１ｂ及び下方張架部材２２の離
間寸法とを同等にする必要があるのに対し、本実施の形態では、ベルト部材２３０が無端
状に形成されると共に一対の張架部材２２０がベルト部材２３０の内周面側に配設されて
いるので、第１上方張架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２１ｂ及び下方張架部材２
２の離間寸法をベルト部材２３０の周方向の寸法よりも小さくすることができる。よって
、電子打楽器２００の高さ寸法を小さくすることで電子打楽器２００の小型化を図りつつ
、より大きな直径のヘッドを有するアコースティックの打楽器のテンション感を再現でき
る。よって、より大きなヘッドを有するアコースティックの打楽器のテンション感を再現
しつつ、電子打楽器２００の設置に必要なスペースを小さくできる。
【００５７】
　ここで、従来のような円形状のヘッドの張力を調整する場合には、ヘッドの周縁に配設
されると共にヘッドに径方向への張力を付与する複数のテンションボルトの締付力を調整
することにより行っていた。このため、複数のテンションボルトの締付力を調整してヘッ
ドの径方向への張力を均一に調整する作業が繁雑であった。これに対し、本実施の形態に
おける電子打楽器２００では、打面とされるベルト部材２３０の張力の調整を、第１上方
張架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２１ｂをベルト部材２３０の長手方向に沿って
移動させることにより行うことができるので、打面の張力の調整作業を簡素化することが
できる。
【００５８】
　また、使用によりベルト部材２３０の張力が小さくなった場合であっても、第１上方張
架部材２２１ａ又は第２上方張架部材２２１ｂを下方張架部材２２に対して離間する方向
へ移動させることでベルト部材２３０の張力を回復させることができる。よって、ベルト
部材２３０の耐用期間を長期化させることができる。
【００５９】
　緩衝部材２７０は、ベルト部材２３０の振動を減衰しやすくするための部材であり、略
直方体形状のスポンジで形成されている。緩衝部材２７０は、ベルト部材２３０が打撃さ
れる前においては圧縮されていない状態であり、一面側（図５（ａ）左側）及び他面側（
図５（ａ）右側）がベルト部材２３０の内周面側に接着され、ビータ３（図１参照）によ
りベルト部材２３０が打撃される部分の裏面側でベルト部材２３０に接着している。
【００６０】
　また、緩衝部材２７０は、一面側および他面側がベルト部材２３０の内周面側に取着さ
れることで、緩衝部材２７０が第１支持部２１２ａ及び第２支持部２１２ｂに支持される
場合と比べて、緩衝部材２７０をベルト部材２３０に当接するための部材が不要となる分
、フレーム２１０の構造を簡素化できる。従って、製品コストを削減することができる。
【００６１】
　次に、図５（ｂ）を参照して、電子打楽器２００を演奏する際におけるベルト部材２３
０の状態の変化およびその検出方法について説明する。図５（ｂ）に示すように、ベルト
部材２３０が無端状に形成されているので、打面であるベルト部材２３０が打撃されて引
張力が作用される場合に、その引張力をベルト部材２３０の周方向全体に分散させること
ができる。
【００６２】
　また、ベルト部材２３０は、第１ロール部材２２１ａ２又は第２ロール部材２２１ｂ２
に懸架されているので、ベルト部材２３０が打撃された部分へ引っ張られることで、その
打撃されたベルト部材２３０が懸架された第１ロール部材２２１ａ２又は第２ロール部材
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２２１ｂ２が回転する。これにより、第１ロール部材２２１ａ２又は第２ロール部材２２
１ｂ２の回転を利用して、ベルト部材２３０全体を打撃された部分へ向けて引っ張りやす
くすることができる。よって、ベルト部材２３０全体をスムーズに引張変形させて、ベル
ト部２３０材の周方向全体を有効に活用することができる。
【００６３】
　さらに、緩衝部材２７０は、ベルト部材２３０が打撃される部分の裏面側でベルト部材
２３０に接着されているので、打撃された際のベルト部材２３０の振動を緩衝部材２７０
により早く減衰させることができる。よって、ベルト部材２３０が打撃された際に生じる
騒音を抑制できる。さらに、ベルト部材２３０の振動を早く減衰させることで、打撃され
た後に持続するベルト部材２３０の振動を、ベルト部材２３０が打撃されたものとしてピ
エゾセンサ５２により検出されることを防止できる。
【００６４】
　以上、各実施の形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に何ら限定
されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能であるこ
とは容易に推察できるものである。
【００６５】
　例えば、上記各実施の形態では、変位センサ５１及びピエゾセンサ５２により検出され
る検出信号が、その検出信号に基づいて楽音を生成する音源装置に出力される場合を説明
したが、変位センサ５１及びピエゾセンサ５２により検出される検出信号が、その検出信
号を増幅する増幅装置に出力されてもよい。
【００６６】
　上記各実施の形態では、電子打楽器１００，２００が変位センサ５１及びピエゾセンサ
５２を備える場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、少なくとも変位
センサ５１及びピエゾセンサ５２のいずれか一方を備えていればよい。変位センサ５１及
びピエゾセンサ５２のいずれか一方のみを備えることにより、部品コストを削減できる。
【００６７】
　上記各実施の形態では、電子打楽器１００，２００がベルト部材３０，２３０を２つ備
える場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、ベルト部材３０，２３０
を１つ備えてもよい。また、ベルト部材の幅方向寸法を大きくして、フットペダル装置１
の２つのビータ３の双方で１つのベルト部材を打撃可能に構成してもよい。これにより、
フットペダル装置１の２つのビータ３を用いて１つのベルト部材を打撃できるので、ベル
ト部材を狭い間隔で連続して打撃することを容易にすることができる。
【００６８】
　上記各実施の形態では、変位センサ５２として光センサを使用したが、必ずしもこれに
限られるものではなく、超音波等を用いた非接触式のセンサや差動トランス等の接触式の
センサを変位センサとしても用いてよい。
【００６９】
　上記各実施の形態では、変位センサ５１及びピエゾセンサ５２が保持される第１保持部
材４０が第１支持部１２ａ，２１２ａ及び第２支持部１２ｂ，２１２ｂに固着される場合
を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、第１保持部材４０が第１支持部１
２ａ，２１２ａ及び第２支持部１２ｂ，２１２ｂに対して、第１支持部１２ａ，２１２ａ
及び第２支持部１２ｂ，２１２ｂの長手方向に沿って相対移動可能に構成されてもよい。
これにより、ビータ３により打撃される位置に対して、変位センサ５１及びピエゾセンサ
５２の配置位置を近接または離間させることで、変位センサ５１及びピエゾセンサ５２の
検出レベルを調整することができる。
【００７０】
　上記各実施の形態では、電子打楽器１００，２００の正面視における上下方向とベルト
部材３０，２３０の長手方向とを一致させた状態で、ベルト部材３０，２３０が一対の張
架部材２０，２２０により張架される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるもので
はなく、電子打楽器に正面視における左右方向または斜め方向とベルト部材３０，２３０
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の長手方向とを一致させた状態で、ベルト部材３０，２３０が一対の張架部材により張架
されてもよい。これにより、電子打楽器の高さ寸法を小さくすることができる。
【００７１】
　上記第１実施の形態では、ベルト部材３０の長手方向一端側が第１上方張架部材２１ａ
又は第２上方張架部材２１ｂに固着部材２３によって固着されると共に長手方向他端側が
下方張架部材２２に固着部材２３によって固着される場合について説明したが、必ずしも
これに限られるものではなく、ベルト部材３０の長手方向一端側または他端側が、ワイヤ
を介して第１上方張架部材２１ａ、第２上方張架部材２１ｂ、又は下方張架部材２２と連
結されてもよい。
【００７２】
　上記第１実施の形態では、ベルト部材３０の長手方向一端側が第１上方張架部材２１ａ
又は第２上方張架部材２１ｂに固着されると共に、ベルト部材３０の長手方向他端側が下
方張架部材２２に固着されることで、一対の張架部材２０によってベルト部材３０に長手
方向への張力が付与される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、ベ
ルト部材の長手方向一端側および他端側が、第１上方張架部材２１ａ（第２上方張架部材
２１ｂ）又は下方張架部材２２のいずれか一方に固定されると共に、ベルト部材の長手方
向一端および他端の間の内周面側に第１上方張架部材２１ａ（第２上方張架部材２１ｂ）
又は下方張架部材２２のいずれか他方が位置することで、一対の張架部材２０によりベル
ト部材が張架されてもよい。これにより、ベルト部材の長手方向の寸法を第１上方張架部
材２１ａ（第２上方張架部材２１ｂ）から下方張架部材２２までの離間寸法よりも大きな
寸法に設定することができる。即ち、ベルト部材が打撃されて引張力が作用される場合に
、その引張力をベルト部材の長手方向全体に分散させることができる。よって、電子打楽
器の小型化を図りつつ、より大きな直径のヘッドを有するアコースティックの打楽器のテ
ンション感を再現できる。従って、より直径の大きなヘッドを有するアコースティックの
打楽器のテンション感を再現しつつ、電子打楽器の設置に必要なスペースを小さくできる
。さらに、ベルト部材が無端状に形成される場合と比べて、ベルト部材の長手方向一端側
と他端側とを接合する加工が不要となるので、ベルト部材の部品コストを削減できる。
【００７３】
　上記第２実施の形態では、第１上方張架部材２２１ａ及び第２上方張架部材２２１ｂが
第１支持部２１２ａ及び第２支持部２１２ｂに対して相対移動可能に構成される場合を説
明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、下方張架部材２２が第１支持部２１２
ａ及び第２支持部２１２ｂに対して相対移動可能に構成されてもよい。また、第１支持部
２１２ａ及び第２支持部２１２ｂが、それぞれに伸縮自在に構成されてもよい。
【００７４】
　上記第２実施の形態では、第１上方張架部材２２１ａ、第２上方張架部材２２１ｂが第
１軸支部材２２１ａ１、第２軸支部材２２１ｂ１と、第１ロール部材２２１ａ２，第２ロ
ール部材２２１ｂ２とを備える場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく
、下方張架部材２２が、第１支持部２１２ａ及び第２支持部２１２ｂを連結する円柱状の
軸支部材と、その軸支部材に外嵌される円筒状のロール部材とを備えてもよい。
【００７５】
　また、上記各実施の形態におけるフレーム１０，２１０にスネアドラムやタム等を装着
する装着部材を取着することで、電子打楽器１００，２００をドラムスタンドと兼用して
使用してもよい。これにより、ドラムスタンドとは別に電子打楽器１００，２００を配置
するためのスペースを確保することが不要となるので、スネアドラムやタム、電子打楽器
１００，２００等を含むドラムセットの設置スペースを小さくすることができる。
【００７６】
　上記各実施の形態では、ベルト部材３０が、補強のための芯線としてガラス繊維を埋め
込んだゴムから形成される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではなく、ポ
リエステル繊維から構成される織物状または網状の素材などの高分子材料による弾性体な
どでもよく、また、高分子材料による弾性体を重ね合わせて使用してもよい。
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【００７７】
　上記各実施の形態では、本発明における打楽器が、変位センサ５１及びピエゾセンサ５
２を備える電子打楽器１００，２００として利用される場合について説明したが、必ずし
もこれに限られるものではなく、変位センサ５１及びピエゾセンサ５２を省略した練習用
の打楽器として利用されてもよい。これにより、部品コストを低減させることができると
共に、変位センサ５１とピエゾセンサ５２とを配置するスペース、及び、変位センサ５１
とピエゾセンサ５２とを配置させるための第１保持部材４０を不要とできるので、打楽器
を小型化して打楽器の設置に必要なスペースをより小さくできる。さらに、打面が円形状
に構成される場合と比べて、騒音の発生を抑制できる。
【符号の説明】
【００７８】
１００，２００　　　　　　　電子打楽器（打楽器）
１０，２１０　　　　　　　　フレーム
１１　　　　　　　　　　　　台部（フレームの一部）
１２ａ，２１２ａ　　　　　　第１支持部（フレームの一部）
１２ｂ，２１２ｂ　　　　　　第２支持部（フレームの一部）
２０，２２０　　　　　　　　張架部材
２１ａ，２２１ａ　　　　　　第１上方張架部材（張架部材の一部）
２１ｂ，２２１ｂ　　　　　　第２上方張架部材（張架部材の一部）
２２　　　　　　　　　　　　下方張架部材（張架部材の一部）
３０，２３０　　　　　　　　ベルト部材
４０　　　　　　　　　　　　第１保持部材
５１　　　　　　　　　　　　変位センサ
５２　　　　　　　　　　　　ピエゾセンサ
６０　　　　　　　　　　　　第２保持部材（保持部材）
７０　　　　　　　　　　　　緩衝部材（当接緩衝部材）
２７０　　　　　　　　　　　緩衝部材（連結緩衝部材）
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